
沼田町民憲章
わたくしたちは、豊かな自然と風土に恵まれた沼田町民であることに誇りと責任を

もち、先人の開拓精神をうけついで、たがいのしあわせをねがい希望にみちた町づく
りのために、この町民憲章をまもりましょう。

（昭和39年８月26日制定）

１ 世界とむすぶ、平和な町をつくりましょう。
２ 元気ではたらき、伸びゆくまちをつくりましょう。
３ きまりを守り、善意の社会をつくりましょう。
４ 未来をきずく子供を愛し、楽しい家庭をつくりましょう。
５ 文化をたかめ、豊かな郷土をつくりましょう。







平成13年度にスタートした沼田町第４次総合計画におきましては、『町民一人
ひとりが主役のまちづくり』を基本姿勢に、『「住んでよかった」未来に向かって「住ん
でもらいたい」ぬまた』をシンボルテーマとして、各種施策を効果的・効率的に推進
してまいりました。
現在、急速な少子高齢化の進行、予想を超える速さの人口減少社会やグロー

バル社会の到来によって、時代は大きな変革の時を迎えており、地方自治体を取り
巻く環境も大きく変化しています。
これら時代の潮流や本町を取り巻く情勢を十分に踏まえ、多くの町民の皆様のご
意見を頂きながら、新しい時代を展望し、持続可能な地域モデルを作る道筋を示
す、向こう８年間を計画期間とする新たな「沼田町第５次総合計画」を策定いた
しました。
目指すまちの将来像を『ずっと「支える」もっと「はばたく」雪国の理想郷 沼田

町～町民も自然も雪も輝くまち～』と定め、町民の皆様が安心して豊かに住み続
けられるまちを目指すとともに、本町にある無限の可能性を秘めた雪などの地域資
源を活用し、雪国ならではの活力あふれる、雪国の理想郷づくりを目指し、町民の
皆様とともに、これからのまちづくりを進めてまいります。
この安心で活力ある地域経済社会を形成するためには、行政はもとより、町民が
一丸となって新たなまちづくりへの参画や諸問題に前向きに取り組んでいくこと、地
域住民が共に支え合う優しさ溢れる地域社会の確立、行政と住民、地域、町内の
関係機関、団体等による「協働のまちづくり」が必要不可欠であります。
持続可能なまちづくりを推進し、自立した循環型地域経済社会の確立を進める

ため、誠心誠意努力してまいりますので、町民の皆様、関係機関の一層のご理解
とご支援、ご協力をお願い申し上げます。

沼田町長 金 平 嘉 則

「安心」で「活気」あふれる
『雪国の理想郷』づくりを目指して
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